
［1］働く世代の健康づくりの推進
◇栄養・食生活に関する取組みの推進
・栄養士、食生活改善推進員など地域・職域と連携した栄養・
食生活の改善

◇職域との連携による企業における健康づくりの支援
・職域と連携し働く世代の健康づくりを推進し、また、くまも
とスマートライフプロジェクト応援団への登録を推進

［2］生活習慣病の発症予防と重症化予防
◇特定健診・特定保健指導の実施率向上
・行政、事業者、関係団体等との課題解決に向けた検討及び連携した
取組みの推進

◇保健医療連携体制の整備
・受診者の保健医療情報を共有するツールや連絡票等の活用
を促進した受診勧奨

○ 第７次熊本県保健医療計画（県計画）の基本目標である「安全安心な暮らしに向けた、
一人ひとりの健康づくりと地域における保健医療の提供」の実現に向けて、県内全域で
保健医療施策を効果的に推進するため、八代保健医療圏（八代市及び氷川町）において、
第７次八代地域保健医療計画（地域計画）を策定

○ 県計画に位置づけられた施策のうち、地域の課題や特性に応じた体制づくり等が必要

となるものを中心に、地域の行政機関、保健医療福祉機関・団体との連携体制を含め、

それぞれの実施主体の具体的な取組み等を記載

○ 地域計画に記載のない事項は、県計画に基づき推進

策定趣旨等策定趣旨等
第７次⼋代地域保健医療計画の概要

具体的施策具体的施策

【計画期間】 ６年間
平成30(2018)年度から
平成35(2023)年度まで

⑤ 母子保健
◇妊娠・出産・育児期にわたる切れ目ない支援体制の整備
・市町による子育て世代包括支援センター設置等による総合相談支援体
制の整備

⑥ 高齢者保健医療福祉（介護保険含む）
◇健康寿命の延伸を目指した高齢者の介護予防事業の推進
・地域リハビリテーションを活用したロコモティブ・シンドローム予防の推進等

［1］健康危機管理に関する体制
◇平常時の備えの充実
・関係機関それぞれの役割の確認と体制強化、訓練等の実施

［2］感染症への対策
① 感染症対策の推進
◇感染症発生時の対応の充実
・訓練等を通じた対応マニュアルの充実及び健康危機管理体制の充実

② 輸入感染症
◇輸入感染症への対応体制の充実
・感染症指定医療機関、検疫所や消防機関等との情報共有と合同での訓
練等の実施

③ 結核
◇服薬確認の充実と連携強化
・医療機関、薬局、市町等と連携した直接服薬確認（ＤＯＴＳ）の推進

［３］食中毒・食品安全対策
◇食品による健康被害の未然防止の推進
・監視指導の実施と食品等事業者に対する食品衛生に関する知識の普及

［1］ 医療機能の適切な分化と連携
◇八代地域医療構想調整会議における協議

［2］疾病に応じた保健医療施策の推進
①糖尿病
◇発症予防・早期発見対策の推進
・特定健診や特定保健指導の実施率の向上、くまもと健康づくり応援
店におけるブルーサークルメニュー提供店拡大等の環境整備

◇重症化予防の推進
・熊本県糖尿病性腎症重症化予防プログラムの普及と医療機関や医
療保険者等の連携体制の整備

② 精神疾患
◇精神科医療の救急体制の強化と相互の連携
◇精神障がいに対応した地域包括ケアシステムの構築
・保健・医療・福祉関係者による協議と関係機関の連携による
支援体制の整備

３．健康危機に対応した体制づくり

③ 認知症
◇認知症になっても安心して暮らせる体制の構築
・関係機関との連携による地域拠点型認知症疾患医療セン
ター等における待機期間の短縮及び早期治療
・認知症初期集中支援チームの円滑な活動

④ 難病
◇関係機関との連携体制の整備
・難病対策地域協議会等により関係機関と連携した支援体制の整備

［３］特定の課題に応じた保健医療施策の推進

①在宅医療
◇在宅医療の提供体制の充実
・相談窓口の設置及び訪問診療の取組みの促進等

◇在宅医療・介護連携の推進
・くまもとメディカルネットワークの活用推進等

◇退院支援の充実
・研修等を通じた人材育成等

◇日常の療養支援の充実
・関係機関のネットワークづくり及び訪問看護の普及啓発

◇在宅医療に係る情報提供の充実

②救急医療
◇適切な機能・役割分担による救急医療体制の充実
・初期、二次救急の適切な機能・役割分担、搬送体制の強化

③災害医療
◇災害拠点病院を中心とした体制の充実・強化
・ＢＣＰに基づいた研修や訓練の実施体制整備

◇急性期・急性期以降における災害医療提供体制の整備
の充実・強化
・地域災害コーディネーターと連携した災害時の医療ニー
ズに対するコーディネート機能の強化

④歯科保健医療
◇乳幼児期及び学齢期におけるむし歯予防対策の充実
・フッ化物応用を含めた歯科保健指導の充実
◇医科歯科連携の推進
・口腔ケア等に関する研修会等を通じた医科歯科連携の推進

③ 認知症
◇認知症になっても安心して暮らせる体制の構築
・関係機関との連携による地域拠点型認知症疾患医療セン
ター等における待機期間の短縮及び早期治療
・認知症初期集中支援チームの円滑な活動

④ 難病
◇関係機関との連携体制の整備
・難病対策地域協議会等により関係機関と連携した支援体制の整備

［３］特定の課題に応じた保健医療施策の推進

①在宅医療
◇在宅医療の提供体制の充実
・相談窓口の設置及び訪問診療の取組みの促進等

◇在宅医療・介護連携の推進
・くまもとメディカルネットワークの活用推進等

◇退院支援の充実
・研修等を通じた人材育成等

◇日常の療養支援の充実
・関係機関のネットワークづくり及び訪問看護の普及啓発

◇在宅医療に係る情報提供の充実

②救急医療
◇適切な機能・役割分担による救急医療体制の充実
・初期、二次救急の適切な機能・役割分担、搬送体制の強化

③災害医療
◇災害拠点病院を中心とした体制の充実・強化
・ＢＣＰに基づいた研修や訓練の実施体制整備

◇急性期・急性期以降における災害医療提供体制の整備
の充実・強化
・地域災害コーディネーターと連携した災害時の医療ニー
ズに対するコーディネート機能の強化

④歯科保健医療
◇乳幼児期及び学齢期におけるむし歯予防対策の充実
・フッ化物応用を含めた歯科保健指導の充実
◇医科歯科連携の推進
・口腔ケア等に関する研修会等を通じた医科歯科連携の推進

１．生涯を通じた健康づくり 施策の柱①

「５疾病」に★を付けていま
す。

２．地域で安心して暮らせる保健医療の提供

施策の柱②

計画策定の趣旨・位置付け

計画の実現に向けて（関係者の役割）計画の実現に向けて（関係者の役割）
○保健所
・専門的な保健サービスの提供等
・会議や訓練等を通じた関係者との情報共有と連携体制の構築や支援等

○市町
・ニーズに応じた地域保健活動や地域包括ケアシステム構築の推進等

○関係機関・団体
・それぞれの立場での他の関係機関と連携した主体的な取組みの推進

八代地域在宅医療・介護連携支援センター
（八代市・氷川町・八代市医師会・八代郡医師
会）を中心とした多職種連携体制の構築

八代港の国際旅客船拠点形成港湾指定を受けた対応


